
令和 6・7年度

公共ホール邦楽活性化事業

募
集

地域の人々との協働による

邦楽を通じた創造性豊かな

地域づくりに意欲のある

演奏家を募集します

応募〆切　令和5年4月24日（月）必着

登録演奏家

※下記のスケジュールはこれまでの例をもとにしたものであり、 今後変更の可能性があります。

令和５年（2023年）

〇一般財団法人地域創造とは
　一般財団法人地域創造は、文化・芸術の振興による創造性豊かな地域づくりを目的として、全
国の地方団体等の出捐により 平成 6（1994）　年に設立されました。財団事業として、地域にお
ける文化・芸術活動を担う人材の育成や、公立文化施設の活性化を図るための各種支援事業（音楽・
ダンス・演劇・邦楽・美術・助成）など、多彩なプログラムを実施しています。公共ホール邦楽
活性化事業も、これらの事業の一環として実施しているものです。

選考から派遣までの流れ

※２年間の「公共ホール邦楽活性化事業」終了後は、「公共ホール邦楽活性化事業」「公共ホール音楽活性化事業」の経験ホールが実施する「おん
かつ支援事業」のアーティストとして登録が可能です。（任意）

・プレゼンテーション（東京都内・1 日）
令和 6 年度公共ホール邦楽活性化事業の実施団体に対して、プレゼンテーションをしていただきます。

・派遣地域決定

・令和６年度　公共ホール邦楽活性化事業の実施

4 月下旬～
5 月初旬頃

５月頃

9 月頃～ 3 月頃

・応募〆切

・１次選考結果通知

・２次選考（ライブ演奏による審査）

・２次選考結果通知

・演奏家登録（令和６・７年度）

・演奏家集合研修会 ☆参加必須
当事業の演奏家として登録された方々全員に対して、詳細な事業説明のほか、地域コミュニティとの関わり方、

　多様な客層に対する効果的なアプローチの仕方等についての研修を実施します。　
　（会場︓一般財団法人地域創造 会議室 予定・2 日間）

・実地研修 ☆参加必須
演奏家が自ら考えたアクティビティプログラムについて、コーディネーターによる指導などを交えて練り上げ、

　実際に小学校などへ出向いてアクティビティを実践します。
　（全国の公共ホール・１泊２日または２泊３日）

4 月 24 日

6 月初旬以降

6 月 29 日

7 月上旬

10 月 12・13 日

　11 月～ 2 月頃

令和６年（2024年）



ホール
プログラム

アクティ
ビティ

公共ホール邦楽活性化事業とは？

地域創造が派遣する専門家のサポートの下、 オーディションで選ばれた演奏家と全国の公共ホールが、 邦

楽分野での参加体験型の地域交流プログラム （アクティビティ） とホールプログラムを共につくる事業です。

この事業には、 「公共ホールの活性化」 や 「地域における芸術活動を担う人材の育成」、 「環境づくりを通

して心豊かな地域コミュニティを育むこと」、 「日本の伝統音楽の継承発展」 という目的があります。

〔実施内容〕
登録後は、研修（集合研修・実地研修）を経て、公共ホール担当者等へのプレゼンテーションを
行います。その後、派遣地域にて、地域交流プログラムとホールプログラムを実施します。

学校、福祉施設、病院や文化・観光施設など地域の身
近な場所で、ミニコンサートやワークショップなど、
地域との交流を図るプログラムを実施します。

地域交流プログラム（アクティビティ）

例）茨城県鉾田市（令和 4 年度）では、小学 3 年生を対象に、箏・三味線・
尺八による 45 分間のアクティビティを実施。「ツルツル」や「シャシャ
テン」などのフレーズを楽しく体感してもらう工夫なども行いました。

ホールプログラム
地域の公共ホールにて、コンサートまたは公募型ワー
クショップを実施します。邦楽初心者にも、愛好家に
も楽しんでいただくために、ホール担当者と演奏家が
工夫を凝らしたプログラムを企画します。

例）新潟県魚沼市（令和 4 年度）では、魚沼市小出郷文化会館にて、箏・
三味線・尺八によるコンサートを実施。1 部は座奏、2 部は立奏と雰
囲気を変えた演出の中で、演奏を披露しました。

公共ホール邦楽活性化事業 事業ページはこちら

https://www.jafra.or.jp/project/music/04.html

過去の事業内容（事業報告書）はこちら

https://www.jafra.or.jp/about/report/6855.html

〈基本的なスケジュール例〉

１日目 現地入り、リハーサル

２日目 アクティビティ①＆アクティビティ②、リハーサル（アクティビティ＆ホールプログラム）

３日目 アクティビティ③＆アクティビティ④、リハーサル（ホールプログラム）

４日目 ホールプログラム、振り返り＆まとめ

５日目 帰路（場所によっては４日目に帰路も可）

令和６・７年度公共ホール邦楽活性化事業【登録演奏家募集要項】

■選考日程
［第１次選考］
内容︓書類と音源（Youtube）による審査
応募締切︓令和５年４月 24 日（月）必着
日程︓令和５年５月下旬　

［第２次選考］
内容︓演奏とトークによるプレゼンテーション
日程︓令和５年６月 29 日（木）
会場︓東京都内会場（詳細は第１次選考通過者にお伝えします。）

合格予定数︓若干名

■応募条件
令和６年４月１日時点で　満２０歳以上４０歳以下の邦楽器演奏
家。ジャンル・楽器の種類は問わない。
◆ その他条件等
・電子楽器は対象外とし、原則として PA 設備を使用せずにプログラムを組める
楽器とする。
・令和５年度中に実施する集合研修や実地研修、令和６年度と７年度のプレゼン
テーションをはじめとする当事業のスケジュールに対応可能であること。（「選考
から派遣までの流れ」参照）

■募集趣旨　公共ホール邦楽活性化事業を実施するため、事業趣旨に賛同する邦楽の新進演奏家を募集します。

■応募手続
応募者は、下記 URL リンク先地域創造ホームページ内の応募用紙
に必要事項を入力し、YouTube に限定公開にてアップロードした
動画の URL と併せて、
応募フォームより送信してください。
※Google アカウントが必要になります。  　 

◆提出音源（音源のみの審査となります。映像の有無は、審査に影響しません。）
・曲目指定なし。2 曲合わせて 10 分程度の音源。
・1 曲は独奏（a）、もう 1 曲は助演者を加えた演奏（b）とします。（b）の曲に
ついては演奏している部分のスコアの提出を求める場合があります。曲種は問
いません。
・全曲を通して一つのトラックとすること。
・録音／録画機器の音声ボリュームの自動調整機能は使用しないこと。
・審査合否の通知があるまで削除はしないこと。また、合否通知到着後は各自で
削除すること。
＊YouTube への動画アップロード方法は公式ヘルプページを参照してくださ
い。

■選考料
無料。ただし、第２次選考における会場までの旅費（交通費、宿泊費、
楽器運搬費）、食費、助演者への謝礼その他一切の経費は自己負担
とする。

■選考方法
［第１次選考］
送付していただいた書類と音源をもとに選考します。
選考結果は令和５年６月初旬（予定）に、応募者本人に直接通知します。

［第２次選考］
第１次選考合格者を対象に実施します。
演奏とトークによるプレゼンテーションを 15 分で構成してください。プレゼン
テーション終了後に審査員からの質問にお答えいただきます。演奏順、会場へ
の経路については、第１次選考合格通知に同封の資料を参照願います。第２次
選考出場者には、審査終了後、合否にかかわらず審査員によるコメントをお伝
えします。

■審査員［敬称略］
［１次選考］
伊藤　由貴子（公益財団法人神奈川芸術文化財団 音楽事業部長、神奈川県立音楽堂館長）
谷垣内　和子（公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 実演芸術振興部 企画室長）
米澤　浩 （邦楽演奏家、NPO 法人日本音楽集団 副代表）
児玉　真　 （一般財団法人地域創造　プロデューサー）

［２次選考］
秋岸　寛久 （作曲家）
石橋　幹己 （独立行政法人日本芸術文化振興会　国立劇場制作部伝統芸能課）
伊藤　由貴子（公益財団法人神奈川芸術文化財団 音楽事業部長、神奈川県立音楽堂 館長）
田中　隆文 （邦楽ジャーナル編集長）
谷垣内　和子（公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 実演芸術振興部 企画室長）
米澤　浩　 （邦楽演奏家、NPO 法人日本音楽集団 副代表）
児玉　真　 （一般財団法人地域創造　プロデューサー）

■助演について［第１次選考・第２次選考共通］
・助演者を 2 名まで加えることができます。応募者本人のみを審査対象とします。

・助演者が演奏する楽器は邦楽器のみとします。

・助演者の年齢は 45 歳以下とします。（応募時点）

■選考に当たっての留意事項
事業趣旨に鑑み、音楽的・技術的な能力はもちろんのこと次の点につ
いての意欲を考慮して選考します。
・多様な客層に対してアプローチできるプログラムが組めること。
・地域に邦楽を楽しむ環境をつくるため、コミュニティとの交流を積極的に行う意志
とアイデアがあること。
・当事業のスケジュールに柔軟に対応できること。
・アウトリーチプログラムをコーディネーター等と共に作ることができること。

■演奏家の登録
第２次選考合格者に対しては、基本的な登録条件などについて合意し
た後、令和６・７年度の当事業の演奏家として登録いたします。登録
演奏家は、派遣に際して、リーダーとして 1 ～ 2 名の共演者とチーム
を組んでいただくことができます。なお、地域創造では、登録演奏家
を紹介するプロフィール集を作成し、全国各地の事業実施ホールなど
の関係団体に配布・紹介する予定です。

■その他
演奏家が地域に派遣される際は、共演者も含めて、当財団の旅費規程
に基づいた交通費及び宿泊費、並びに一定額の出演料をお支払いしま
す。

※詳しくは応募手続内の QR コードのリンク先「地域創造ホームペー
ジ内の募集要項」をご確認ください。

【問合せ先】
〒107-0052　
東京都港区赤坂 2-9-11　オリックス赤坂 2 丁目ビル 9 階
一般財団法人 地域創造
公共ホール邦楽活性化事業担当 
TEL　03-5573-4069　　FAX　03-5573-4060
E-Mail hougaku@jafra.or.jp

https://www.jafra.or.jp/project/
music/04.html＃boshu  

応募要項・応募フォーム


